未来の自分、自信を持って　　　　《小学生の部　金賞》
緑井小学校５年　湯浅　真優
「この問題、分かる人～。」…授業中のことです。先生に問いかけられ、皆がいっせいに手をあげます。私も、答えは分かっています。なのに、手をあげられません。「手、あげればいいのに、答え、分かってるでしょ。」などと私の頭の中ではいつも、そんな言葉でいっぱいです。どうして手をあげられないのかは、自分でも分かっています。それは、勇気が無いからです。それは、不安な気持ちがあるからです。このままだと、大人になって後悔する…。自分でもそう思います。でも、私はずっとその言葉を無視してきました。だからこそ、私は変わりたいのです。自信が持てるようになりたいのです。未来の自分のために、まずは、手をたくさんあげて発表をしようと思います。そして、自分に自信をつけるのです。大人になって、自分の考えが持てて、その考えを発表できるようにしたいです。努力をしていきたいです。いや、していきます。未来の自分のために。
温かい心の持ち主へ　　　　　　　《小学生の部　銀賞》
福木小学校６年　大國　蒼依
私は、温かい心の持ち主になりたいと思います。そう思うようになったのは、昨年の夏です。その日は雨でした。広島駅の周りでバスを待っている時に、かさを持っていない男の人がいました。男の人のかおは、ぬれていたので、すごくくらい顔をしていました。その時、「大丈夫ですか。かぜを引いたらいけないので私のかさ、貸してあげます」と言い一本のかさをわたした男の人がいました。そのかさをもらった男の人は、先ほどのくらい顔がどこかへ行ってしまったかのように、とても笑顔になりました。私は、「私は、大人になったらこの人のように、温かい気持ちの持ち主になろう」そう決意しました。

私の夢は、みんなとはちがいます。自分のためではなく、人のためにがんばろうと思ったのです。そのためにはこれから、こまっている人がいたら笑顔になるようにしてあげたり、助けてあげたり、毎日をこのようにして生きていきたいと強く思いました。
言語聴覚士へ向けて　　　　　　　《小学生の部　銅賞》
草津小学校６年　梶山　莉乃

私は、将来言語聴覚士という仕事に就きたいです。

言語聴覚士は、聴覚障害や言語障害の検査や指導や訓練をします。そんな仕事に就きたいと思ったきっかけは、お母さんです。

私のお母さんは昔、重い病気にかかり、うまく話すことや聞き取ることが突然できなくなったそうです。

お母さんのように病気にかかり苦しんでいる人はたくさんいます。そんな人を一人でも多く助けたいと思います。

言語聴覚士の資格を取るために今、できることは、学校でしっかりと勉強を学び、口を大きく開けてハキハキと話をするように心がけるように気をつけながら、将来の夢に向かってがんばっていくことです。
夢をかなえるために　　　　　　　《小学生の部　銅賞》
八幡東小学校６年　渡邉　美緒栞
私の夢はマンガ家になることです。その夢をかなえるために、今の私に何ができるでしょうか。

マンガ家には、絵をかく、文字を書く、物語を作成するなどの仕事があります。どの仕事も大切だと思いますが、物語の作成が一番大切なのではないかと思います。物語の作成ができないと、絵もかけないし、文字を書くこともできないからです。

物語の作成ができるようになるため、今の私にできることは、いろいろな経験をすることだと思います。自分自身の経験がないと、人に伝えることもできないと思うからです。

そしていろいろな経験をするためには『挑戦』が必要だと考えました。『挑戦』は自分の心がけ次第でいくらでもできるので、ささいなことでも、あまり得意じゃないことでも、気が進まないようなことでも、興味と勇気を持ってどんどん『挑戦』していこうと思います。
未来に向かって努力していること
古市小学校６年　田中　菜乃　
私は二年生の時初めて特別支援学級の子と同じクラスになりました。時々その子のことを助けたり、一緒に楽しく話したりしました。だから今の私の将来の夢は、目の不自由な人、足の不自由な人、お年寄りの役に立ち楽しませてあげられるような仕事につくことが夢です。

そのために、今努力していることは手話です。手話には幼ち園のころから興味があって初めて教わったのは「世界中の子供達が」という平和の歌です。それから声に出さなくてもちがう方法で話してみたいと思いました。

今は、図書館で本を借りて少しずつ覚えています。いつかは、手話をしっかり覚えていろんな人達と手で会話をして楽しませてあげたいと思います。
信らいの輪
牛田新町小学校６年　浜田　悠雅　
ぼくは将来、人から信らいされる人になりたいです。それをかなえるために、ぼくは友達を大切にします。なぜなら、ぼくは、上手くいかないことがあっても、それを応えんしてくれたり、助けてくれる人がいると、がんばろうという気持ちになれるからです。以前、退職された先生が、「友達がたくさんいる人は、将来、きっと成功します。」とおっしゃっていました。それは、友達がたくさんいれば、それだけ助けてくれたり、はげましてくれる人がたくさんいるということなので、何事も成功するということだと思います。

ぼくは、将来の夢は、まだ決まっていませんが、どんな仕事に就いても、一人ではできないことも、みんなで協力すれば、できることもあると思います。だからぼくは、友達とおたがいに信らいを築き合い、助け合って過ごしていきたいです。
平和への道
尾長小学校６年　稲田　悠人
一九四五年八月六日に、広島に原子爆弾が投下されました。このような悲劇を二度と繰り返さないために僕は原爆の話を受け継ぎ、次の世代へ伝えていきたいです。自分たちのような若い世代が受け継いでいかないと、原爆を体験した人は高齢で亡くなってしまうと話が聞けなくなり、伝えていくことができなくなるのではないかと考え、受け継ぎ・伝えていくことが使命だと感じたからです。

四月にはＧ７の各国の首脳が平和公園を訪れたり、五月にはアメリカのオバマ大統領が訪問されたりして、世界が核兵器なき世界、そして平和な世界を目指して努力している今、更なる平和へ僕も身近なところから始めていきたいと思いました。

僕は、原爆の話を伝えるために、新聞の平和について書いてある記事を読んだり、原爆の話を原爆にあった人から聞いています。まずは身近な平和を考えたり、原爆について聞いた話を身近な人へ伝えていきます。
ぼくの夢へ向けて
安西小学校６年　河村　一心
ぼくは、将来漁師になりたいです。いろんな漁業やつりなどで魚をいっぱいとりながら生活するのが、ぼくの夢です。ぼくは、魚が大好きなので、もし収入が少なくてもやり続けたいぼくにとってあこがれの仕事です。

それを実現するために今、出来る事はたくさんあります。一つ目は、気配りです。長い船での生活はいろんな人と協力して生活しなければなりません。そこでみんなに気配りをする事は多くなるはずです。学校でも、気配りをする場面は多いので積極的にしていきたいです。二つ目は協力です。やはりあみをひく時などにみんなで協力し、なしとげる事だってあります。学校でも、先生が用事でいない日だってあります。その時に、みんなで協力しあって過ごすということは大切です。
この二つのことを意識して、今日からがんばっていきます。
じゅう医さんになるために
三田小学校６年　池田　華
私の将来の夢は、じゅう医さんです。じゅう医さんの仕事をしながら、捨てられた動物を助けてあげたり、けがをした動物を保護してあげたりしたいです。じゅう医さんになるために今がんばっていることは、二つあります。一つ目は、勉強です。すべてのかもくをがんばって、大学に行けるように、いつでも最後までくじけずにやりたいです。二つ目は、動物との触れ合いです。私は、今犬を飼っています。私が三才ぐらいのときからいっしょにいるので、「いまどうしてほしいのかな」などが分かるようになってきました。動物と話せないけど、動物の気持ちが分かるように、友達と仲良くするみたいに、動物とも仲良くなりたいです。私は動物が大好きなので少しでも多くの動物を助けてあげられるように、今から少しずつがんばって、じゅう医さんになれるようにがんばります。今は、友達や家族が困っているときや、悲しんでいるときに相談にのってあげたいです。
わたしが夢を叶えるために
安小学校６年　吉川　莉々子
わたしには夢があります。それは、みんなにあこがれられる小学校の先生になることです。そのために、今がんばっていることが二つあります。

一つ目は、自分から進んで自主勉強をしていることです。今、勉強をがんばっていたら、絶対未来の自分に役立つと思います。

二つ目は、責任を持って行動することです。わたしは、吹奏楽活動の部長をしています。前の自分は、指示を出したりするのが苦手でした。でもそんな自分を変えたいと思い、自分から、部長に立候補しました。楽なことばかりじゃないけれど、責任を持って行動するというのも、夢を叶えるために必要だと思います。

でもこれだけだと、夢を叶えることは、できないと思います。夢を叶えるには、どんなことをすればいいかを見つけ、この夢を必ず叶えます。
正直に生きる
落合東小学校６年　川﨑　理子
将来の私ってどんな姿だろう。私が望んでいる将来の自分は、見た目がキレイとかそういう人間ではなくて、心がキレイな正直な人間です。こう思ったのはある言葉がきっかけでした。私は幼いころウソをつくことが多かった記憶があります。「本当のことを話したら怒られるから。」と思いいつもウソをついて結局余けいな分まで怒られていました。でも少し成長した今の私は正直に言うことの大切さが分かるようになりました。そしてある日、お母さんに、「あんたの良い所はウソをつかない所よね。」と言われました。この一言によって私は正直に生きることの楽しさを知りました。でも、今でもウソをつく事はあります。将来の自分のために、今の私がすべてに対して正直な人間でありたいです。
夢への一歩
山本小学校６年　脇本　夏希
私の夢は、小学校の先生になることです。

その夢を実現させるには、自分の苦手を得意に変えること、そして、得意にするためにめげない心で挑むということ、この二つがとても大切だと思います。今からやると、必ず力がつきます。強い気持ちを持って、挑んでいこうと思います。今、私が特に大切にしたいこと、それは、自主勉強などでどういった内容のことを中心に学習すればいいかということの自己流を見つけ、大切にしていく、ということです。人から聞いていって、それを自分で一つずつ試してみながら自己流を見つけていこうと思います。

毎日、自主勉強して、夢へと確実に一歩ずつ進んでいこうと思います。
人の気持ちを考える
山本小学校６年　木村　日莉
わたしの夢は、看護師になることです。

なりたい理由は、わたしのおじいちゃんが、がんで亡くなったとき、わたしはもうこんな思いはしたくないと思いました。だから、今も苦しんでいる人を助けたいと思い私は看護師になりたいと思いました。夢の実現のために大切なことは、人の気持ちを考えることだと思います。看護師はいろんな人に会います。人の気持ちを大切にしなかったら、苦しんでいる人を助けることはできません。なので今がんばりたいことは、人の気持ちを考えることです。

わたしは、看護師になって人を助けるために、人の気持ちを考えて行動しようと思いました。
ステキな大人になるために
本川小学校６年　児童
私は将来、やさしくてつよくてまじめな人になりたいです。やさしくつよくまじめに、は私たちの学校の校訓です。大きくなっても小学校の校訓を基にステキな大人になりたいからです。ですから言葉の通り困っている人がいたら助けてあげられるやさしさ、どんなことにも決してあきらめないつよさ、やるべきことはきちんと果たすまじめさを常に心がけるようがんばります。今からでもステキな人になれるように、小さなことから少しずつ進んでいこうと思います。
毎日の生活の中でコツコツと努力していけば将来、その努力は花開くんじゃないかなと思います。また、やさしくつよくまじめに、を友達、平和、勉強など様々な分野でも生かしていこうと思います。
ｉＰＳ細胞とぼくの可能性
牛田新町小学校６年　足立　煌星
ぼくは、将来京都大学の山中教授がつくりだしたｉＰＳ細胞を使った薬の研究などをしたいと思っています。

ニュースなどではｉＰＳ細胞が未来の医りょうを大きく変えると報道されています。現在ではまだ解明されていない難病の治りょうに、ｉＰＳ細胞を使った再生医りょうや新薬の開発が期待されています。

ぼくの祖母は今、パーキンソン病で苦しんでいます。パーキンソン病は脳の中で情報を伝える「ドーパミン」という物が少なくなってしまって、手足がふるえて運動ができなくなってしまう病気です。まだ原因が分かっていません。

テレビで山中教授がｉＰＳ細胞を使った治りょうの可能性の話をしているのを以前ぼくは耳にしました。その時ぼくは祖母のために将来この研究をしたいと思いました。

そのため、今はとにかく勉強をしていろいろな知識を深めたいです。
みんなの太陽になりたい
牛田新町小学校６年　下川　明莉
私は今、生活の中で心がけている事があります。それはいつでも笑顔でいることです。一人が笑うとみんなが笑う、みんなが笑うと一人が笑うと私は思います。

私の名前には明るいという漢字が入っています。私は将来、みんなを明るく笑顔で照らせるような人になりたいです。そのためには今から大切にしていくことはたくさんあると思います。例えば、周りをよく見て、みんなの気持ちを考えるや、やさしい気持ちを持ち誰にでもやさしく接するなどです。
今のままでは、まだまだ目指しているような人にはなれませんが、これからいろいろな経験をし学んで近づいていきたいです。いつかはみんなを太陽のように照らしたいです。
親切で心優しい人になるために
井口台小学校６年　具路　萌子
　将来、わたしは、親切で心優しい人になりたいです。
そのためにがんばっていることは、周りの人のことを一番に考えるということです。自分のことは自分で、だれだってできると思います。でも、周りの人のことを考えて、しかも行動にうつすということは難しいことだと思います。そこで、わたしは、まず友達のことを考えて行動にうつそうと思いました。電車に乗っている時、お年よりに席をゆずるということは、勇気がいるけど、友達になら、親切に、優しく接することができると思います。自分がされてうれしいことは、友達にもすると決めて、毎日がんばっています。勉強を教えたりすることも増えてきたと思います。そのしょうこに、最近わたしは「大丈夫？」と声をかける機会が増えてきました。
大人になったら、知らない人にも親切に、心優しくできるように、これからもがんばっていきたいと思います。
勉強、信用、感謝
可部小学校６年　栗末　奏美
私は将来、小学校の先生になりたいと思っています。小学校の先生は、授業に興味をもてるように工夫をしていてすごいと思います。今は不安があるけど、将来自信がつくようにがんばっていることが二つあります。まずは、勉強をあきらめずにすることです。特に国語です。自分の気持ちを大切にしたり、人物の気持ちを考えたりするのが、将来、必要になってくると思います。国語や道徳は、人物の気持ちに正解が一つではないのでよく考えれます。二つ目は、信らいすること、されることです。信らいは、「信じてたよりにすること」です。友達と遊ぶことがすごく好きなので信用を大切にしています。

この二つのことをこれからもがんばっていきます。私はこれから、だれにでも感謝の気持ちを伝えられるような人になりたいです。当たり前のことにも感謝をして、未来に向かって進んでいきたいです。
医者になるために
古市小学校５年　國田　朱莉
私のしょう来の夢は医者です。いろんな人の病気を治したり、病気のせいで笑顔をなくしている人の笑顔をとりもどすことができる医者になりたいです。そのために、二つがんばっていることがあります。

一つ目は、算数や理科を得意になることです。病気を治すことができるのは頭のよい人です。私も、たくさんの命を救うために勉強しようと思います。

二つ目は、いろんな人と仲よくなることです。ふだん話したことのない人、遊んだことのない人、そういう人に声をかけてみたり、男女関係なく遊んだりすることで、人との接し方が分かるようになると思います。

未来の自分のために今がんばれることは少ないかもしれないけど、生活していく中でいろんなことに気づけるようになればいいなと思いました。
好かれる自分になるために…
矢賀小学校５年　杉村　茉優
私は、しょう来みんなから好かれる保育士になるために、今は、みぢかなことから、優しさ貯金をためていきたいです。このような事を考えた理由は、今の自分の「だれとでも、優しく接する」という目標とにていて達成したいからです。また、「好かれる」という事は、「信用」につながると思います。そこで私は、信用をより深めるために…つまり、優しさ貯金をためていくには、自分は何をしたら良いのかを考えてみました。一つ目は、日ごろからの行いを、一つ一つふり返って、改めたいと思います。もしも、自分では気づかなくて、人をきずつけてしまっていたら…と考えると、「改める」という事は、自分の成長につながると思ったからです。二つ目は、人はそれぞれなのですから、相手にあった関わり方をしていきたいと思います。コミュニケーション力は保育士になるためにも必要だと思ったからです。このような理由で、私は、みんなから好かれる保育士になりたいです。
優しく強いお母さんに
亀崎小学校４年　今村　華乃
わたしは、しょう来、自分の子どもの見本にできるような、優しく強いお母さんになりたいです。そのために、今、がんばっていること、がんばろうと思うことが三つあります。

一つ目は、言葉使いに気をつけることです。いっしょに話す人がいやな気持ちにならないように、言う前に言っていいことか、悪いことかを考えるようにしています。

二つ目は、年れい関係なく優しくすることです。そしたら、優しくする人も優しくされる人も幸せな気持ちになれると思うからです。

三つ目は、いやなときはいやと言うことです。わたしは、いやとなかなか言えないタイプなので、言えるようにがんばりたいです。
この三つのことを、優しく強いお母さんになるためにがんばりたいです。
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